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　地区内ロータリアンの皆さん、今日は。
　今月は、「ロータリー財団月間」ですが、「世界インターアク
ト週間」（11月5日を含む1週間）も入ります。そこで、以下、こ
れらについて、私の意見を述べます。
第１　ロータリー財団（R財団）について
　１　地区補助金について

　この新地区補助金申請に対する採否の内容に関
しましては、既に何度もご報告しています。要するに、
申請件数が37件であり、そのうち採用されたものが
19件、不採用となったものが15件、取り下げられたも
のが3件というものです。金額にしますと、申請額総額
が約629万円、採用額総額が318万円でした。DDF
全体の割合からしますと、申請額総額が約33％、採
用額総額が約17％というものであり、旧制度以下の
内容となりました。この原因と対策につきましては、既
に私は、本年5月9日付で「R財団夢計画初年度の反
省（新地区補助金に関して）」と題する反省文を発表
していますし、8月25日の地区指導者育成セミナーで
もこれに関する基調講演を行っています。そして、地
区大会2日目の午後のパネルディスカッションの中では

新たな観点からご説明し、パネラーの皆様にもご検
討して頂きました。こうして、未来の夢計画初年度の
混乱を最小限に留め、次年度にこれを引き渡したい
と思っています。

　２　グローバル補助金について
　グローバル補助金につきましては、当地区グループ
10及び11に所属する4つのロータリークラブが、インド
ネシアのバリタマン及びバリレギャンRCとの共同で、
水の上水施設を提供するプロジェクトを申請しこれが
採用されています。これ以外にも現在申請を検討して
いる2クラブがあります。是非とも実現して頂きたいと
思います。

第２　インターアクトについて
　9月号にも書きましたが、当地区のインターアクト活動は、
他地区との比較を別にしますと、順調に伸びているといえま
す。即ち、インターアクトクラブ数は18クラブですし、所属する
インターアクターの人数も418名に達しています。しかも、この
5年間にクラブ数が1クラブ増加し、インターアクターの人数も
125名増加しました。しかし、地区内12グループの中には、ひ
と（一）クラブもないグループが2つあります。そこで、地区内
の全てのグループの中に、少なくとも一クラブが存在するよう
になるため、インターアクトクラブの存在しないグループでは、
是非ともこの点をご検討頂きたいと思います。
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まず戦後の大きな流れを見てゆきましょうか。ポールハ
リス没後寄付金が多く集まり、ロータリー財団奨学金制
度がスタートします。日本では補助金のかなりな部分を占
め、大事業に発展するのですが、戦争で何もかも失った
日本では学術、産業ほか多くの分野で貢献できたと思い
ます。その後国際親善奨学金と名前や目的も変えました
が、今では制度も変わり現在の夢計画では減少しながら
生き残っています。
次にあらわれたのは世界社会奉仕（WCS）です。日本

のクラブが海を越えて海外のクラブの社会奉仕事業を支
援するというRIのプログラムで、これに補助金をつけマッ
チンググラントに仕立て、財団へ移したのです。大変手軽
に少額でも出来たため申し込みが殺到し、財団本部の対
応が手に余り、資金的にも不足するという事態に立ち至
り、夢計画に移るとともに廃止されました。

大きな流れを見るために、代表的な大きなプログラム
しか取り上げませんでしたが、研究グループ交換（GSE）
のようにこれに取り組んだ方は一生の思い出になるような
懐かしいプログラムもありましたね。
こうした経緯を経た上で、ロータリー財団が戦略計画

に基づいて抜本的な改革を行ったのが夢計画です。6つ
の重点分野を見ると国連のミレニアム計画と大変よく似
ていますが、地球規模のニーズに基づけば当然の帰結で
しょう。「困っている人をみれば、手を差し伸べる」。本
部の用意したプログラムに参加する形から、自らの企画
で進めてゆくところが従前のプログラムと大きく変わった
ところでしょう。
「財団は難しい」昔から聞きなれた声ですが、これから
グループ毎の勉強会をまた始めようかと相談中とのこと
です。生の話が出来ればさいわいです。

2013-14年度
国際ロータリー第2710地区 ロータリー財団委員会カウンセラー　川妻 二郎

ロータリー財団月間に因んで
―補助金あれこれをめぐって―
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2013年 9月 3～ 4日、グランドプリンス新高輪で開催
されました。

GETSは、RIが次期ガバナーのために行う研修セミナー
で、2回の国内研修の後、仕上げは、アメリカ・サンジェ
ゴで国際協議会が待ち受けています。これらをパスして、
はじめてガバナーになる資格ができます。 原則配偶者同
伴出席です。

Ⅰ.ホップ・ステップ・ジャンプ

1.ホップ：2013.9.3～9.4 東京GETS   
2.ステップ：2013.12.2 東京GETS（台場）
3.ジャンプ：2014.1.12～18　アメリカ・サンジェゴ国際協議会

Ⅱ .研修内容
　今回の研修は、「ガバナーコース」と「配偶者コース」、
「両コースが合流する本会議」の 3つで構成されている。
1.第一日目
初日は、2013.9.3.本会議で始まりました。北 清治 RI

理事の歓迎の挨拶と開催趣旨説明。新しい素晴らしい
友人関係の始まり、ガバナーエレクトの不安を払拭す
る話で、激励していただきました。その後、「ガバナー
コース」と「配偶者コース」に別れて研修となりました。
（1）ガバナーコース
●地区支援について
①ロータリー･コーディネーターの役割

RC 井上 暎夫
②公共イメージコーディネーターの役割

RPIC 二神 典子
③ロータリー日本事務局からの支援

クラブ・地区支援担当者
④地区ガバナーの責務と戦略計画

RI研修チーム･リーダー 辰野 克彦
（2）昼食後、さらに 2つのグループに別れ研修続行
①地区リーダーシップチーム

RI研修リーダー 桑原 茂、三木 明
②ロータリアンのリーダーとなる

RI研修リーダー  桑原 茂、三木 明

③会員基盤を強化する 5つの方法
RI研修チーム･リーダー 辰野 克彦

RI研修リーダー 桑原 茂
（3）14：30～ 本会議開催
①ロータリーの友

ロータリーの友委員会 委員長 片岡 信彦
②米山記念奨学プログラム

米山記念奨学 理事長 板橋 敏雄
（4）18：00～20：00 懇親会：GE、配偶者の自己紹介 etc.
2.第二日目
（1） ガバナーコース

8：00から、グループ討論を主にした6つのセッショ
ンに出席 
①新世代と協力するには

RI研修リーダー 桑原 茂、三木 明
②好ましい公共イメージの推進

RPIC 井上 芙美子、岩永 信昭
③公式訪問でのスピーチ、地区大会の準備

RI研修リーダー 桑原 茂、三木 明
④地区における財団補助金の管理運営

RRFC 松本 茂太郎、岩淵 均
⑤財団補助金の管理と仕組み

RRFC 江崎 柳節、岩淵 均
（2）15：00～15：45 本会議
① 2014RI国際大会への参加

在日オーストラリア代理大使 Tom Connor
②ガバナーを支援する地域コーディネーター

RI理事 北 清治
③国際協議会への準備

RI研修リーダー 辰野 克彦、桑原 茂、三木 明
④ RITSによる国際協議会旅行の説明

東日観光
（3）17：50 閉会：RI理事エレクト 杉谷 卓紀　

Ⅲ .まとめ
今回の研修セミナーは、サンディエゴでの国際協議会に向

けての模擬研修でした。馬に水を飲ませようといろいろご配
慮、ご苦労されている、先輩の方々には感謝・感謝です。あ
れやこれやいろいろ準備してくださって実にありがたい思いで
す。不安だった34人のガバナーエレクトと配偶者も、2日の終
わり頃には、かなりこのムードに乗って行こうかな、と水飲み場
に自発的に歩き出したい気持ちになったようでした。次回12月
1日の再会を約束して、暑い東京を後にしました。34人の同志
誕生は、まことに心強く、嬉しく思います。今後が楽しみです。

2013-14年度
国際ロータリー第2710地区 ガバナーエレクト　金子 克也

2013-14 年度
（GETS）ガバナーエレクト研修セミナー報告
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下関ロータリークラブの沖田哲義君が国際ロータリー
第 2710地区の 2013-14年度のガバナーを引き受けようと
の意思表示をしたのは 2011年 5月のことでした。これは
同時に同地区の地区大会を下関ロータリークラブが引き
受けるという事を意味するものでした。
下関ロータリークラブでは地区大会開催準備のため

2012年 2月 6日にガバナー、地区代表幹事、地区事務

局長、地区大会実行委員長、副実行委員長、部会長（す
べて現職名）からなる実行委員会を立ち上げました。部
会は総務・会計部会、大会式典・接遇部会、懇親・観
光部会、記録・広報部会、記念事業・記念講演部会、
記念ゴルフ部会の 6つです。
呉ロータリークラブ様からいろいろな資料を頂戴し参

考にして作りました。この実行委員会は 2013年 9月 19日

2013-14年度
国際ロータリー第2710地区 地区大会実行委員長　木下 毅

地区大会を振り返って

RLIのバトンタッチは、地区研修リーダーの任期より早
く始まる。
現実に、第 6期の RLIの引継会議は、前田茂次期地

区研修リーダーが召集者となって、10月 16日に開催予定
である。
そもそも成熟した職業人、専門職を呼びつけて教育を

施すなどケシカランと一部では陰口を叩かれていた RLI
が、2013年の規定審議会で RIの常設プログラムとして
採決された。
当地区は、南園義一元 RI理事が RLIの将来性に逸

速く着目され RLIの日本支部長（現在顧問）に就任され、
以後元 RLI日本支部副委員長川妻二郎（現日本 RLI支
部顧問）をはじめ関係者の血の努力で当地区の RLIは
定着した。
2013年 9月 7日、第 5期 RLI-2710パートⅢ&卒後

プログラムは、ホテルグランヴィア広島で無事終了した。
国内 34地区で RLIに取り組んでいるのは 5～ 7地区

で、当地区のように真摯かつ継続的に取り組んでいるの
は 2～3地区に過ぎない。
諸先達の先見力とご労苦に深甚なる敬意と感謝の誠

を捧げたい。
第 5期の RLIを担当させていただいた研修リーダーと

して、あくまで私見で恐縮だが、総括すると、先ず、長
所として上げられるのは以下である。
1）RLIは、クラブの枠をこえた会員にとって相互理解、
交流、親睦の場として再認識され始めていること。
2）地区内の会長が、就任前に RLIを受講しておこうと
いう雰囲気、つまり会長は全てRLIバッヂのホルダー

という地区内の常識が生じつつあること。
3）ディスカッションリーダー（以下DL）は全てガバナー
補佐経験者という流れが定着しつつあること。
反面、短所として以下のことが上げられる。
先ず、受講者の側より指導者側に多く有るようだ。特に

DLの間に、大きな不平不満が溜っているように思われる。
ディスカッションリーダーの側に労を多くして益なしとい

う意見が散見され黙殺出来ぬ状況になって来つつである。
3）で DLはガバナー補佐経験者が多いと述べたが、

DLは必ずしもガバナー補佐経験者である必要はないが、
多くの有為の人材が居られることも事実で一日も早くマ
グマの解消に務めなければならない。
また DLの指導力、教育方法等も素直に見直すべきは

見直し、正すべきは正さねばならない。
上述のことは RLIを進める上で大変重要なことで早急

に対策が講じられなければならない。
ガバナー、ガバナーノミニー、ガバナーデジグネート、

研修リーダー、RLI関係者による対策会議が望まれる。
また受講者側も、こういった地区のプログラムに出席

しないいわゆる醒めたクラブ、超然としたクラブへの働き
かけも問題として取り上げなければならない。
来年 2月には、第 6期 RLI-2710が、前田茂地区研修

リーダーノミニーの下で開催される。地区には、諏訪昭登、
RLI-2710地区代表委員という、並々ならぬ意欲と知見を
お持ちの方がおられる。

RLIと言えば、先ず RLI-2710地区の名前が挙げられ
るRLI先進地区として注目されるよう各位、クラブ、地
区チームの一尽の努力、精進をしようではないか。

2013-14年度
国際ロータリー第2710地区 地区研修リーダー　岡田 幹矢

第5期 RLI-2710 を振り返って
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の最終回まで 17回開催しました。また、これとは別にガ
バナー、地区代表幹事、地区事務局長、地区大会実行
委員長（すべて現職名）からなる準備委員会も12回行い
ました。実行委員会の第一の仕事は呉で開催される地
区大会における次年度地区大会のご案内への取組みで
した。この頃はまだ何から取り組めばよいのか見当も
つかず手探り状態でしたがテーマを決定し、宣伝の方
法等を考え、寸劇の練習
も始め、キーワードである
「おもてなし きくばり たっ
ぷり 下関」をどうアピール
するか全員で考えました。
その中の「おもてなし」は
本年 9月の IOC総会で滝
川クリステルが「お・も・て・
な・し」とジェスチャーを
交えて使い世界的に有名になりました。しかしながら私た
ちは 2012年 10月21日呉での次年度地区大会案内に於い
てすでに皆様にご披露しておりましたので決して真似た
わけではありません。約一年前となるこの呉での地区大
会 PR活動を終えてホッと一息という状態でした。
当クラブには私を含めて食にこだわる会員が多く、昼

のお弁当の試食は例会も含めて 3回行ないましたし、懇
親会料理の試食会も 2回行ない内容を決定致しました。
全体計画があらかた煮詰まった段階で市内の 4クラブ

にお手伝いをお願い致しました。
いよいよ本番、10月5日（土）の会長・幹事会はシーモー

ルホールで 240名の参加で行なわれました。午前中は地
区の諸委員会、午後の本会議では RI会長代理坂本俊
雄様のご講演を拝聴致しました。坂本俊雄様のご講演
は幅広く深い知識に裏付けされたもので、ロータリーの
歴史、特にポリオ撲滅に関してが中心でした。会場を移
して日本の 2710地区と韓国の 3690地区の間で 3年毎
に行われている日韓姉妹縁組締結再調印式を行い、そ
の後、坂本俊雄 RI会長代理御夫妻を囲む晩餐会が和
やかな雰囲気で行われました。前述のとおり晩餐会の料
理、飲みものも試食、試飲を行ないましたが、当日何と
か試食時と同じグレードで料理をお出しすることができ
てホッと致しました。プログラム最後の日韓交流パーティ
ではカラオケの希望者が多く予定の 22時を過ぎてこの
日の行事がすべて終わりました。
今回何よりも心配だったのは何人の方に登録していた

だけるかと云うことでしたが、幸いにも 1,764名の方に
ご登録を戴き予算の方もメドが立ちました。
6日は本会議に続き鍵山秀三郎氏に掃除実践 60年の

「人生と経営の哲学」と云う演題で記念講演をしていた
だき、鍵山先生が実践された掃除の実例とそれによって
形成されたとも云える自らの生き方についてのお話に大
変感動致しました。
続いて沖田哲義ガバナーがテーマとしている「ロータ

リー活動の具体的事例発表と将来のロータリー活動」と
いうタイトルでパネルディスカッションが行われ、会場と

一体となった活発な議論が行なわれ、問題点が浮き彫り
になると共に具体的な要
望もいくつか出され時間
が足りなくなるほど盛り
上がりました。続編が期
待される内容であったの
ではないでしょうか。
アフター 5のお楽しみ、久しぶりの懇親会には大勢の

ご参加を戴き広い会場も人・人・人で埋まり、大変なに
ぎわいとなりました。記念品とした「フグ刺」の売れ行
きは上々でしたが、料理は少し多かった様な気もします。
あっと云う間に時が経ち 7時にロータリーソング「手に
手をつないで」をみんなで歌ってお開きになりました。

7日のゴルフ大会、スタッフは 6時 30分集合で運営に
当たりました。天候にも恵まれ 7時 50分に坂本俊雄国
際 RI会長代理と沖田哲義ガバナーの始球式で始まり、
195名の参加者が次々 とスタートして行きました。
二度の地区大会引き受けを経験された下関東クラブの

倉田修三氏にいろいろとご助言を戴き大変参考になりま
した。併せて下関ロータリークラブのメンバーはチームで
の取り組みに長けていて、独走する人や我が儘を云う人
が一人もなく準備は順調に進みました。
10月 4日の前日リハーサルを見てこれで行けると自信

を持ちました。そして迎えた本番、万全の準備をして参
りましたが、いくつか不備な点が見つかりなかなか計画ど
おりには行かないものだなあと改めて感じました。しかし
ながらご参加いただいた皆様にはご満足戴けたものと勝
手に思っております。
ご登録いただいたすべてのロータリアンと準備から本

番まで陰で支えてくれたスタッフのみなさんに深謝し地区
大会報告と致します。
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クラブ別ロータリー財団寄付寄付状況　　　　　　　　　2013年7月1日〜8月31日

G クラブ名 年次寄付 使途指定寄付 恒久基金 合 計

グ
ル
ー
プ
１

長 門 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

下 関 $552.48 $0.00 $0.00 $552.48 

下 関 中 央 $0.00 $30.00 $0.00 $30.00 

下 関 東 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

下 関 北 $80.00 $0.00 $0.00 $80.00 

下 関 西 $380.00 $0.00 $0.00 $380.00 

油 谷 湾 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

グ
ル
ー
プ
２

萩 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

萩 東 $220.00 $0.00 $0.00 $220.00 

美 祢 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

小 野 田 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

宇 部 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

宇 部 東 $600.00 $96.76 $0.00 $696.76 

宇 部 西 $5,830.00 $530.00 $0.00 $6,360.00 

グ
ル
ー
プ
３

防 府 $2,800.00 $0.00 $0.00 $2,800.00 

防 府 北 $200.00 $0.00 $0.00 $200.00 

防 府 南 $370.00 $0.00 $1,010.10 $1,380.10 

山 口 $4,365.44 $0.00 $0.00 $4,365.44 

山 口 県 央 $740.00 $0.00 $0.00 $740.00 

山 口 南 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

グ
ル
ー
プ
４

光 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

周 南 西 $2,580.00 $0.00 $0.00 $2,580.00 

徳 山 $5,880.00 $0.00 $1,000.00 $6,880.00 

徳山セントラル $1,705.00 $0.00 $0.00 $1,705.00 

徳 山 東 $5,925.00 $0.00 $0.00 $5,925.00 

グ
ル
ー
プ
５

岩 国 $330.00 $0.00 $0.00 $330.00 

岩 国 中 央 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

岩 国 西 $1,500.00 $0.00 $0.00 $1,500.00 

柳 井 $165.00 $0.00 $0.00 $165.00 

柳 井 西 $1,450.00 $0.00 $0.00 $1,450.00 

グ
ル
ー
プ
６

広 島 $4,122.70 $0.00 $1,000.00 $5,122.70 

広 島 安 芸 $2,068.44 $195.00 $0.00 $2,263.44 

広 島 安 佐 $970.00 $0.00 $0.00 $970.00 

広 島 東 $5,085.75 $0.00 $1,000.00 $6,085.75 

広 島 北 $1,545.00 $0.00 $1,000.00 $2,545.00 

広 島 陵 北 $7,560.00 $705.00 $0.00 $8,265.00 

大 竹 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

クラブ順

G クラブ名 年次寄付 使途指定寄付 恒久基金 合 計

グ
ル
ー
プ
７

広 島 中 央 $5,241.00 $0.00 $0.00 $5,241.00 

広島廿日市 $1,110.00 $0.00 $0.00 $1,110.00 

広 島 城 南 $2,240.00 $0.00 $0.00 $2,240.00 

広 島 南 $5,460.00 $1,820.00 $1,000.00 $8,280.00 

広 島 東 南 $3,091.70 $521.41 $0.00 $3,613.11 

広 島 西 南 $405.00 $0.00 $0.00 $405.00 

広 島 西 $705.00 $0.00 $100.00 $805.00 

グ
ル
ー
プ
８

江 田 島 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

東 広 島 $300.00 $450.00 $0.00 $750.00 

東広島 21 $1,350.00 $162.00 $0.00 $1,512.00 

呉 $8,600.51 $0.00 $0.00 $8,600.51 

呉 東 $150.00 $0.00 $1,000.00 $1,150.00 

呉 南 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

西 条 $4,413.14 $360.00 $0.00 $4,773.14 

グ
ル
ー
プ
９

広 島 空 港 $2,100.00 $0.00 $0.00 $2,100.00 

因 島 $1,260.00 $375.00 $1,000.00 $2,635.00 

三 原 $150.00 $0.00 $0.00 $150.00 

尾 道 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

尾 道 東 $100.00 $0.00 $0.00 $100.00 

瀬 戸 田 $525.00 $17.57 $0.00 $542.57 

竹 原 $548.48 $0.00 $0.00 $548.48 

グ
ル
ー
プ

１０

府 中 $33.00 $1,000.00 $0.00 $1,033.00 

福 山 $8,254.00 $0.00 $1,000.00 $9,254.00 

福 山 東 $120.00 $3,230.00 $0.00 $3,350.00 

福山丸之内 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

鞆 の 浦 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

福山REC2710 $0.00 $1,000.00 $0.00 $1,000.00 

グ
ル
ー
プ

１１

福 山 赤 坂 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

福 山 北 $4,028.00 $0.00 $0.00 $4,028.00 

福 山 南 $3,965.00 $2,000.00 $0.00 $5,965.00 

福 山 西 $780.00 $0.00 $0.00 $780.00 

松 永 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

グ
ル
ー
プ

１２

吉 舎 $858.67 $1,700.00 $0.00 $2,558.67 

三 次 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

三 次 中 央 $0.00 $0.00 $1,000.00 $1,000.00 

庄 原 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

東 城 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

合 計 $112,813.31 $14,192.74 $10,110.10 $137,116.15 
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国際ロータリー第2710地区 2013-14年度　74RCの会員増減・出席率　　  2013年9月度

グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

出席率（％） 会員数

当月 平均 年度初
（7/1）

当 月 本年度

末日 内女性 入会者 退会者 増減

グ
ル
ー
プ
１

長 門 4 89.91 92.08 32 33 5 1 0 1

下 関 3 79.16 82.76 47 48 2 2 1 1

下関中央 4 83.07 78.52 30 31 5 1 0 1

下 関 東 4 82.79 83.21 46 49 0 4 1 3

下 関 北 4 94.15 93.64 40 43 0 3 0 3

下 関 西 4 84.62 82.86 38 38 1 0 0 0

油 谷 湾 4 96.15 98.72 13 13 0 0 0 0

計 87.12 87.4 246 255 13 11 2 9

グ
ル
ー
プ
２

萩 4 93.77 93.63 51 52 0 2 1 1

萩 東 4 98.86 99.11 22 22 0 0 0 0

美 祢 3 78.16 75.29 26 25 0 0 1 -1

小 野 田 4 86.04 84.2 41 43 2 2 0 2

宇 部 4 89.15 89.68 49 49 2 1 1 0

宇 部 東 4 72.26 71.88 17 16 2 0 1 -1

宇 部 西 4 96.17 92.16 53 53 1 1 1 0

計 87.77 86.56 259 260 7 6 5 1

グ
ル
ー
プ
３

防 府 4 89.57 88.81 51 53 0 4 2 2

防 府 北 3 84.21 81.17 20 18 2 0 2 -2

防 府 南 4 78.47 78.78 33 36 8 3 0 3

山 口 4 94.68 95.79 55 54 2 0 1 -1

山口県央 4 96.33 95.89 32 34 1 2 0 2

山 口 南 4 84.61 86.08 38 39 4 1 0 1

計 87.98 87.75 229 234 17 10 5 5

グ
ル
ー
プ
４

光 3 94.07 88.42 48 46 0 0 2 -2

周 南 西 4 95.98 95.4 43 45 5 2 0 2

徳 山 4 96.28 94.58 45 50 1 5 0 5

徳山セントラル 3 86.02 87.28 31 31 1 1 1 0

徳 山 東 4 93.21 95.59 53 53 0 0 0 0

計 93.11 92.25 220 225 7 8 3 5

グ
ル
ー
プ
５

岩 国 4 77.14 77.66 62 61 0 4 5 -1

岩国中央 4 91.12 90.37 40 40 3 0 0 0

岩 国 西 4 80.06 85.06 56 56 3 1 1 0

柳 井 4 100 98.89 33 34 2 3 2 1

柳 井 西 4 99 98.37 28 29 2 1 0 1

計 89.46 90.07 219 220 10 9 8 1

グ
ル
ー
プ
６

広 島 4 99.1 99.51 106 115 0 9 0 9

広島安芸 4 97.4 97.67 39 40 2 1 0 1

広島安佐 4 84.09 86.78 20 22 1 2 0 2

広 島 東 4 99.1 98.23 90 91 4 2 1 1

広 島 北 4 100 100 80 84 0 4 0 4

広島陵北 4 97.88 98.77 46 48 1 2 0 2

大 竹 4 92.11 89.63 31 32 0 1 0 1

計 95.67 95.8 412 432 8 21 1 20

グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

出席率（％） 会員数

当月 平均 年度初
（7/1）

当 月 本年度

末日 内女性 入会者 退会者 増減

グ
ル
ー
プ
７

広島中央 3 100 99.87 69 69 8 3 3 0

広島廿日市 3 92.79 92.47 37 37 1 0 0 0

広島城南 4 98.21 98.96 55 56 2 1 0 1

広 島 南 4 99.4 99.5 89 91 0 2 0 2

広島東南 3 100 100 86 85 8 1 2 -1

広島西南 4 100 100 57 61 4 4 0 4

広 島 西 4 100 100 78 79 0 3 2 1

計 98.63 98.69 471 478 23 14 7 7

グ
ル
ー
プ
８

江 田 島 4 94.74 92.11 19 19 0 0 0 0

東 広 島 4 100 99.74 30 31 2 1 0 1

東広島21 3 83.33 85.03 18 18 4 0 0 0

呉 4 90.09 92.2 68 71 1 3 0 3

呉 東 3 87.65 91.18 33 28 0 1 6 -5

呉 南 4 94.62 92.57 55 54 4 2 3 -1

西 条 4 100 100 40 40 1 0 0 0

計 92.92 93.26 263 261 12 7 9 -2

グ
ル
ー
プ
９

広島空港 4 83.75 85.42 21 20 3 0 1 -1

因 島 4 83.12 85.76 24 25 1 1 0 1

三 原 4 95.24 94.22 63 64 2 1 0 1

尾 道 4 85.12 85.4 70 70 3 1 1 0

尾 道 東 4 88.71 90.65 50 51 0 1 0 1

瀬 戸 田 4 87.5 87.5 7 8 0 1 0 1

竹 原 4 89.1 88.66 35 34 4 0 1 -1

計 87.51 88.23 270 272 13 5 3 2

グ
ル
ー
プ

１０

府 中 3 75.86 86.21 33 33 0 0 0 0

福 山 3 95.6 96.86 74 83 0 9 0 9

福 山 東 4 87.9 88.9 50 51 2 1 0 1

福山丸之内 3 98.99 97.73 34 33 1 0 1 -1

鞆 の 浦 4 73.08 78.85 27 27 0 0 0 0

福山REC2710 3 98.81 97.88 27 27 3 2 2 0

計 88.37 91.07 245 254 6 12 3 9

グ
ル
ー
プ

１１

福山赤坂 3 72.61 78.72 42 42 4 0 0 0

福 山 北 4 93.75 96.4 46 44 0 0 2 -2

福 山 南 5 84.78 84.15 58 61 2 3 0 3

福 山 西 4 94.22 94.59 38 39 2 1 0 1

松 永 4 88.14 89.61 46 48 2 2 0 2

計 86.7 88.69 230 234 10 6 2 4

グ
ル
ー
プ

１２

吉 舎 4 97.06 98.53 17 17 0 0 0 0

三 次 4 71.64 76.89 40 41 0 1 0 1

三次中央 3 93.94 93.93 44 44 5 0 0 0

庄 原 4 87.49 91.18 35 34 4 0 1 -1

東 城 4 85.71 87.41 21 20 1 0 1 -1

計 87.17 89.59 157 156 10 1 2 -1

第2710地区計 90.05 90.5 3221 3281 136 110 50 60
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沖田 哲義

　地区内ロータリアンの皆さん、今日は。
　今月は、「ロータリー財団月間」ですが、「世界インターアク
ト週間」（11月5日を含む1週間）も入ります。そこで、以下、こ
れらについて、私の意見を述べます。
第１　ロータリー財団（R財団）について
　１　地区補助金について

　この新地区補助金申請に対する採否の内容に関
しましては、既に何度もご報告しています。要するに、
申請件数が37件であり、そのうち採用されたものが
19件、不採用となったものが15件、取り下げられたも
のが3件というものです。金額にしますと、申請額総額
が約629万円、採用額総額が318万円でした。DDF
全体の割合からしますと、申請額総額が約33％、採
用額総額が約17％というものであり、旧制度以下の
内容となりました。この原因と対策につきましては、既
に私は、本年5月9日付で「R財団夢計画初年度の反
省（新地区補助金に関して）」と題する反省文を発表
していますし、8月25日の地区指導者育成セミナーで
もこれに関する基調講演を行っています。そして、地
区大会2日目の午後のパネルディスカッションの中では

新たな観点からご説明し、パネラーの皆様にもご検
討して頂きました。こうして、未来の夢計画初年度の
混乱を最小限に留め、次年度にこれを引き渡したい
と思っています。

　２　グローバル補助金について
　グローバル補助金につきましては、当地区グループ
10及び11に所属する4つのロータリークラブが、インド
ネシアのバリタマン及びバリレギャンRCとの共同で、
水の上水施設を提供するプロジェクトを申請しこれが
採用されています。これ以外にも現在申請を検討して
いる2クラブがあります。是非とも実現して頂きたいと
思います。

第２　インターアクトについて
　9月号にも書きましたが、当地区のインターアクト活動は、
他地区との比較を別にしますと、順調に伸びているといえま
す。即ち、インターアクトクラブ数は18クラブですし、所属する
インターアクターの人数も418名に達しています。しかも、この
5年間にクラブ数が1クラブ増加し、インターアクターの人数も
125名増加しました。しかし、地区内12グループの中には、ひ
と（一）クラブもないグループが2つあります。そこで、地区内
の全てのグループの中に、少なくとも一クラブが存在するよう
になるため、インターアクトクラブの存在しないグループでは、
是非ともこの点をご検討頂きたいと思います。
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「ロータリー文庫」は日本ロータリー 50周年記念事業の一つとして 1970年に創立された皆様の資料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約2万3千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、
電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料は
ホームページで PDFもご利用いただけます。
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご紹介をいたします。

文庫
通信
313号

ロータリー文庫

■ロータリー最近の文献より

［上記申込先：ロータリー文庫］

われらは地球の相乗り客 ジョージ・ミーンズ 1970  1p  （D.365月信）
どこに差があるか？ ジェームズ・コンウェイ 1970  1p  （D.365月信）
ロータリーの魅力は童心と微笑 塚本　義隆 1970  1p  （D.365月信）
ホームクラブへ出席がなぜ大切 塚本　義隆 1970  1p  （D.365月信）
ロータリーの目的は４つある？ 本田　博己 2013  2p  （D.2840月信）

『奉仕の理想』ってどういう意味？そして、『超我の奉仕』とはどういう関係？ 本田　博己 2013  4p  （D.2840月信）
職業奉仕とロータリーの魅力 大迫　三郎 2013  2p  （D.2730月信）
会員増強月間 沖田　哲義 2013  1p  （D.2710月信）
幹事心得10箇条 岡村　泰岳 2013  1p  （D.2720地区協議会プログラム）
ロータリー徽章に隠された秘密 山本　正治 2013  2p  （ロータリーこぼれ話）
国際貢献と二つの奉仕理念 石井　良昌 2013  9p  （2680地区研修セミナー講演集）

〒105-0011　東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル３階
TEL：（03）3433-6456　FAX：（03）3459-7506　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館：午前１０時〜午後５時　休館：土・日・祝祭日

2013年9月8日ご逝去（享年71歳）
■職業分類
　煙草販売業

新入会員紹介

2013年8月2日ご逝去（享年88歳）
■ロータリー歴
　チャーターメンバー
　1981-1982 クラブ会長
　1998-1999

創立20周年実行委員長
　ポールハリスフェロー
　米山功労者
■職業分類
　鋼板加工

村田  敏彦
宇部RC

2013年9月12日
商業銀行

泉  健彦
福山RC

2013年9月30日
電話事業

新入会員氏名
所属RC
入会日

職業分類

佐々木 伸治
防府RC

2013年9月10日
電気工事

山手  和司
福山北RC

2013年10月4日
鶏卵卸業

重永 つゆ子
周南西RC

2013年7月9日
石油化学製品製造

三浦  雅夫
三次RC

2013年8月22日
建設業

竹内 弘美
周南西RC

2013年7月9日
病院

徳本  裕司
徳山RC

2013年9月5日
民間放送

杉野  光信
徳山セントラルRC
2013年9月2日

短期金融

斎藤  龍一
岩国RC

2013年10月3日
保険（生命保険）

為田  哲二
柳井RC

2013年10月1日
普通銀行

山口  裕康
広島RC

2013年9月10日
都市銀行

謹んで追悼の意を表します

和田  隆雅
広島安芸RC
2013年9月3日

特殊印刷機配布

武部  清史
広島北RC

2013年9月5日
土地家屋調査士

渡辺  重弘
広島陵北RC
2013年9月4日

土地家屋調査士

奥谷  卓也
大竹RC

2013年9月17日
病院

仮井  康裕
呉RC

2013年8月29日
バス・タクシー業

中河原 圭司
呉RC

2013年9月5日
非鉄金属 鉱物卸業

森岡  美愛
呉RC

2013年9月5日
損害保険

次田  展之
尾道RC

2013年9月6日
地域医療

筒井  信
瀬戸田RC

2013年9月1日
旅館

福山REC2710

故 市場 久雄 殿

広島中央RC

故 山村 忠次 殿


